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ホームスパンの服地生産の可能性を探る
～新規マーケットの開拓へ向けて～

▼研究の概要（背景・目標）
過去には服地素材として県の地場産業にまで発達した岩手県のホームスパンだが、現代衣生活の変化にともな

い、服地としての需要は大きく減少し、さらには “手紡ぎ手織り”のホームスパンは後継者不足も課題となって

いる。本研究は、㈱クラシカウンシルの提案により、服地の需要および素材価値について聞き取りを行い、新規
マーケットの開拓を見据えて、特性や課題を一元化すること目的とした。

▼研究の成果（結論・考察）

▼研究の内容（方法・経過）
県内外のホームスパンおよび服地関係者にヒアリング調査を行った。また

ホームスパン職人に服地サンプルを織ってもらい、聞き取りの際に利用した。

図1. 調査に利用した服地サンプル

▼おわりに（まとめ・今後の展開）

(1) 手紡ぎ手織りのホームスパンの服地を織る職人４件に実施し、うち１件は

若手職人に服地の制作前後に調査を行い、若手が抱える服地制作に関する
課題を抽出した。またアパレル生産に対応している機械によるホームスパ
ン生産を行う工場１件に調査した。

(2) ホームスパンを扱う婦人服仕立て職人２件に、衣服に加工を行う上での性
質と、ホームスパン服地の商品としての可能性について調査した。

(3) ホームスパンの服地による紳士服のオーダーを取り扱う服飾プロデューサー１件に、生地の選定や取り扱い方、
客層や需要およびホームスパンの可能性について調査した。

(4) ウールのテキスタイルデザインに携わるテキスタイルデザイナー１件に、（1）の調査対象のホームスパン職
人が制作した服地サンプルを提示し、ホームスパンの魅力および今後の需要の可能性について調査した。

表1.（1）～（3）の聞き取りによって明らかになった伝統的なホームスパンの服地の性質

なお、(2)～(4)におけるホームスパン服地の可能性についての聞き取りの結果は、染色や織りに個性や工夫があ

るという特徴をもっと買い手に伝えていく、「原毛の良さ・羊の質感」を出したもの（「牧歌的」なもの）が
ホームスパン服地に相性がよいのではないか、新しい生地研究をしていけば可能性がある、リメイクなどによる
若い潜在的顧客層へのアプローチをする、機械では作れない表現を活かしたものを作る、などが挙げられた。

1. 調査結果より、価格、性質を踏まえ、改めてホームスパンの服地は、量産型のアパレルに用いられる服地とは

一線を画した工芸品であることがいえる。服地として新規開拓をしていく上では、高級既製品やアパレルのよ
うな量産型衣服のPR方法とは異なり、ターゲット分析はじめ、異なるアプローチが必要になると考えられる。

2. 一方で調査過程で、ホームスパン服地のリフォーム仕立てなども見てきたが、近年の持続可能なものづくりの

手法のひとつとして、古布のアップサイクル商品などがある。残された課題として、ファッション業界におけ
る日本製回帰の傾向を背景に、ホームスパンに関心を持つデザイナーへ商品化の可能性について調査をしたい。

3. ヒアリング調査の実施にあたり、ご協力いただいたホームスパン職人、仕立職人、服飾プロデューサー、テキ
スタイルデザイナーのみなさまに感謝申し上げる。（謝辞）


